
【

報

告

】

第
二
回
史
談
会
理
事
会
を
開
催

九
月
十
四
日
（
金
）
十
三
時
半
よ
り
文
化
会
館
に
て
第
二
回
理
事
会

を
開
催
し
、
西
南
戦
争
百
四
十
年
に
向
け
て
の
取
り
組
み
や
平
成
三
十

年
度
研
修
な
ど
に
つ
い
て
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
十
一
月
三
日
（
土
）
～
十
六
日
（
金
）
に
市
民
館
ロ
ビ

ー
で
の
関
係
資
料
や
写
真
パ
ネ
ル
の
展
示
を
お
こ
な
う
こ
と
、
平
成
三

十
一
年
一
月
二
十
四
日
（
木
）
に
西
南
戦
争
ゆ
か
り
の
地
を
巡
る
研
修

を
決
定
し
ま
し
た
。（
そ
の
後
、
西
南
戦
争
の
パ
ネ
ル
展
は
市
教
育
委
員

会
と
の
共
催
と
な
り
ま
し
た
。
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

「
ふ
る
さ
と
垂
水
」
史
跡
め
ぐ
り

―

垂
水
中
央
中
学
校

―

九
月
十
九
日
（
水
）
、
垂
水
中
央
中
学
校
の
「
ふ
る
さ
と
垂
水
」
史
跡

め
ぐ
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
三
年
生
約
一
〇
〇
人
を
乗
せ
た
バ
ス
三
台

（
脇
登
の
海
潟
造
船
所
跡
に
て
）

は
、
午
前
八
時
半
か
ら
午
後
三
時
ま
で
「
島
津
家
墓
地
」
、「
勝
軍
地
蔵
」
、

「
新
城
中
村
家
」
、
「
櫻
島
焼
亡
塔
」
、
「
牛
根
麓
の
埋
没
鳥
居
」
な
ど
の

史
跡
、
文
化
財
を
見
学
し
ま
し
た
が
、
現
地
で
の
説
明
に
熱
心
に
聞
き

入
る
生
徒
た
ち
の
姿
が
大
変
印
象
的
で
し
た
。
生
ま
れ
育
っ
た
「
ふ
る

さ
と
垂
水
」
を
知
る
き
っ
か
け
に
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

な
お
垂
水
史
談
会
か
ら
は
前
田
和
江
、
山
田
義
之
、
瀬
角
龍
平
の

三
名
が
ガ
イ
ド
と
し
て
同
行
し
ま
し
た
。

（
牛
根
麓
の
居
世
神
社
に
て
）

【

お
知
ら
せ

】

毎
月
第
四
水
曜
日
午
後
六
時
か
ら
、
垂
水
立
図
書
館
で
定
例
の
郷
土

史
の
勉
強
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。『
垂
水
市
史
』
の
読
み
合
わ
せ
を
基
本

と
し
ま
す
が
、
資
料
を
持
ち
寄
っ
て
討
論
し
た
り
、
時
に
は
現
地
研
修

を
行
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
史
談
会
員
以
外
の
方
の
参
加
も
歓
迎
し
て

い
ま
す
。―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

【

研
究
ノ
ー
ト

】

市
太
郎
墓
碑
銘

―
垂
水
新
御
堂
、
龍
福
院
址
―

①

垂
水
島
津
家
所
領
の
垂
水
新
御
堂
に
育
っ
た
市
太
郎
は
、
病
臥
の
父
の
喉



の
渇
き
を
癒
す
た
め
、
井
戸
の
水
を
汲
み
に
行
き
、
誤
っ
て
井
戸
に
落
ち
て

死
亡
し
た
当
時
六
歳
の
男
児
で
あ
る
。

墓
碑
銘
は
垂
水
島
津
家
の
家
老
で
あ
っ
た
伊
集
院
兼
愷
（
か
ね
や
す
、
ま

た
は
、
け
ん
が
い
）
の
撰
で
あ
り
、
書
も
兼
愷
と
思
わ
れ
る
。

碑
文
は
す
で
に
垂
水
市
史
・
上
巻
に
転
記
し
て
あ
る
が
、
改
め
て
直
接
に
拓

本
を
採
り
、
転
記
・
口
語
訳
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
転
写
に
ル
ビ

を
付
し
た
が
、
も
と
に
な
る
漢
字
と
し
て
表
記
し
た
変
体
仮
名
に
は
（

）

書
き
の
ル
ビ
を
付
し
た
。

（
鹿
児
島
史
料
講
読
会
：
上
園
正
人
、
瀬
角
龍
平
）

【
転
写
】

（
正
面
）

新
御
堂
村
居
住
市
左
衛
門
子

市
太
郎
行
年
六
歳

墓

天
保
四
年
癸
巳
八
月
十
七
日

（
左
面
）

市
太
郎
ハ
新
御
堂
村
な

（
る
）流

市
佐
衛
門

（
か
）可

子
に
し
て
幼
な

（
き
）起

よ
り（

よ
）与

くし
た
が
ふ

順

也
よ
ろ
づ萬

の
こ

と

ど

も

事
共
常

（
に
）尓

父
母
の

お
し
え教

に
そ

む背
（
か
）可

す
父
母
も

ゆ

く

す

え

行
末
い
と

たゝ
の
み頼

深
う
愛
し

は
こ
く
む
天
保
四

（
の
）能

年
（
に
）尓
よ
わ
い
ひ
そ
か

齢
窃

（
に
）尓

六
歳

（
に
）尓
な

り成
ぬ

（
る
）累

秋
（
の
）乃
こ

ろ比
市
左
衛
門

お
こ
り瘧

の
や
ま
ひ

（
に
）尓
わ
ず
ら煩

へ
る

こ

と事
あ

り有
一
日
熱
お
も
くか

わ
き渇
（
の
）乃
は
な
は
だ
し
き

甚
（
に
）尓
（
た
）堂

へ
か

ね兼
水

を
の
ミ
て

そ

の其
苦
し
ミ（

を
）越

休
め
ん

（
か
）可
た

め為
市
太
郎
を
し
て
か

（
た
）多

へ
（
の
）能

井
の
水
を

く

ま汲
し
む
市
太
郎
急

（
き
）起
そ

の其
む

ね旨
（
に
）尓

従
い
し

（
か
）可
あ
や
ま

誤
（
り
）里

て
井
中
に

お
ち落

い

（
り
）里
た
ち
ま
ち
お
ぼ

忽
溺

（
れ
）連

て
は

（
か
）可

な
く
な
れ

（
り
）里

父
（
の
）能
（
は
）者

ら
わ

（
た
）
（
を
）

多
越
さ
くか

な
し
み

悲

（
背
面
）

何
（
に
）尓
（
か
）
（
た
）

可
當
と
へ
ん

【
注
】

天
保
四
年
・
・
一
八
八
三
年

瘧
・
・
・
・
・
周
期
的
に
発
熱
、
悪
寒
や
震
え
を
発
す
る
病
気
。
マ
ラ
リ
ヤ

の
一
種
。

【口
語
訳
】

市
太
郎
は
新
御
堂
村
に
住
む
市
左
衛
門
の
子
ど
も
で
、
幼
い
頃
か

ら
父
母
に
よ
く
従
順
に
仕
え
て
い
た
。
い
ろ
い
ろ
な
事
柄
に
つ
い
て
も
、

常
に
父
母
の
教
え
に
反
抗
す
る
こ
と
な
く
、
父
母
も
（
市
太
郎
の
）
将
来

を
非
常
に
頼
り
に
し
て
、
愛
情
深
く
育
て
て
い
た
の
で
あ
る
。
天
保
四

年
（一
八
三
三
）、
年
齢
も
知
ら
ず
知
ら
ず
に
六
歳
に
な
っ
た
秋
の
こ
ろ
、

市
左
衛
門
が

お
こ
り瘧

（
マ
ラ
リ
ヤ
の
よ
う
な
熱
病
）
に
か
か
り
、
苦
し
ん
で
い
た

こ
と
が
あ
っ
た
。
あ
る
日
、
熱
が
高
く
、
激
し
い
の
ど
の

か

わ渇
き
に
耐
え
ら
れ

な
い
の
で
、
水
を
飲
ん
で
そ
の
苦
し
み
を
止
め
よ
う
と
、
市
太
郎
に
命
じ

て
家
の
そ
ば
の
井
戸
の
水
を

く汲
ん
で
来
る
よ
う
に
言
い
つ
け
た
の
で
あ

る
。
市
太
郎
は
さ
っ
そ
く
（
父
の
）
言
い
つ
け
に
従
い
、
井
戸
の
水
を
汲

も
う
と
し
た
時
、
誤
っ
て
井
戸
の
中
に
転
落
し
て

た
ち
ま

忽

ち
に

お

ぼ溺
れ
て
死
ん

で
し
ま
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
父
（
市
左
衛
門
）
の

は
ら
わ
た

腸
を
裂
か
れ
る
よ
う
な

か

な悲
し
み
を
何
に

た
と譬

え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。

（
以
下
次
号
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
た
る
み
ず
春
秋
―

少
年
兵
の
魂
ね
む
る
地
の
茶
の
咲
け
り

矢
崎
ア
イ
子

知
覧
の
地
は
武
家
屋
敷
群
、
茶
畑
の
広
が
り
と
と
も
に
、
戦
争
中
に

陸
軍
の
特
攻
基
地
が
あ
っ
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

平
和
会
館
に
入
る
と
若
者
た
ち
の
写
真
と
と
も
に
、
日
の
丸
の
寄
せ

書
き
や
遺
書
な
ど
が
数
多
く
展
示
し
て
あ
る
。
彼
ら
の
魂
は
い
ま
も
若

い
ま
ま
に
こ
こ
に
眠
っ
て
い
る
の
を
実
感
し
、
訪
れ
る
も
の
の
胸
を
し

め
つ
け
る
。

つ
い
こ
の
前
ま
で
、
か
れ
ら
の
人
生
を
途
中
で
中
断
さ
せ
な
い
で
は

お
か
な
い
時
代
が
あ
っ
た
の
だ
。

平
和
会
館
の
ま
わ
り
に
広
が
る
茶
畑
の
あ
ち
こ
ち
に
顔
を
の
ぞ
か
せ

て
咲
い
て
い
る
白
い
茶
の
花
は
、
南
方
の
空
に
飛
び
立
っ
て
帰
ら
な
い

少
年
飛
行
兵
の
白
い
マ
フ
ラ
ー
の
よ
う
な
気
が
す
る
の
だ
。

（
文
：
瀬
角
龍
平
）


